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被告人





検察官の冒頭陳述を始めます。


（冒頭陳述・検察官（資料２上欄）を読む。）


以上で，検察官の冒頭陳述を終わります。





これから証拠を調べる手続に入ります。検察官，冒頭陳述をお願いします。





検察官①





裁判長





裁判長





（ 1 ）冒頭陳述（検察官，弁護人）





【証拠調べ手続】





（ 3 ）黙秘権告知，被告人・弁護人の陳述





（ 2 ）起訴状朗読





被告人が言ったとおりです。被告人は今回の事件の犯人ではなく，無罪です。





被告人には，黙秘権という権利があります。答えたくない質問には答えなくても構いませんし，最初から最後までずっと黙っていることもできます。


質問に答えても構いませんが，あなたが話したことは，あなたにとって有利な証拠にも不利な証拠にもなります。


以上を踏まえてお尋ねしますが，先ほど検察官が読み上げた起訴状の内容に，どこか間違っているところはありますか。





弁護人の意見はいかがですか。





全く事実と違います。私は，犯人ではありません。





（起訴状（資料１）の「公訴事実」以下と「罪名及び罰条」以下を読む。）





弁護人①





裁判長





裁判長





検察官，起訴状を読んでください。





検察官①





○○県××市倉田３丁目５番６号です。





住所はどこですか。





○○県××市倉田３丁目５番です。





本籍はどこですか。





被告人





していません。





仕事は何かしていますか。





平成３年６月30日です。





生年月日はいつですか。





藤川正です。





被告人藤川正に対する強盗致傷被告事件の審理を始めます。


名前は何と言いますか。





裁判長





被告人





被告人





被告人





被告人





裁判長





裁判長





裁判長





裁判長





【冒頭手続】





（ 1 ）開廷・人定質問





カフェ店





焼肉店





（ 3 ）被告人質問





はい。喉が渇いたので。





あなたは，事件が発生した後の時間帯に，コンビニエンスストア山田町店で飲み物を買っていましたね。





行けませんでした。一度遊びに行ったことがあるので行けると思ったのですが，駅からの道がよく分かりませんでした。





結局，その友達の家には行けたのですか。





その２日前に親父とけんかをして家出して，行くあてがなかったんです。


それで，その友達が，以前，いつでも家に泊めてあげると言ってくれたのを思い出して，その友達の家に泊めてもらおうと思いました。





なぜその友達に会おうとしたのですか。





男友達に会うためです。





それでは，事件の日，あなたはなぜ事件現場付近にいたのですか。





いいえ，やっていません。





あなたは，島本シズさんから手提げバッグを奪い取ってけがを負わせたとして裁判にかけられていますが，そのようなことをやったのですか。





それでは，被告人質問を行います。弁護人，どうぞ。





（ 2 ）証拠の取調べ





これから検察官請求証拠の説明をします。


○　１番目の証拠は，島本シズさんの診断書です。約２か月間の治療を必要とする左上腕骨骨折のけがを負ったことが書かれています（資料１・証拠番号１「診断書」を参照。）。


○　２番目の証拠は，供述調書，つまり島本さんの話が書かれた書類で，これから述べることが書いてあります（資料１・証拠番号２「供述調書」を読む。）。


○　３番目の証拠は，逮捕直後の被告人を撮影した写真の報告書で，当時，被告人が黒色の長袖Ｔシャツを着ていたことが分かります。被告人に写真を示します（資料１・証拠番号３「報告書」を被告人に示す。）。


○　４番目の証拠は，警察官が作成した報告書です（資料１・証拠番号４「報告書」を読む。）。


○　５番目の証拠は，逮捕直後の被告人の手を撮影した写真の報告書で，当時，被告人の右手が赤く腫れており，擦り傷はなかったことが分かります。被告人に写真を示します（資料１・証拠番号５「報告書」を被告人に示す。）。


○　６番目の証拠は，警察官が作成した報告書です（資料１・証拠番号６「報告書」を読む。）。


○　７番目の証拠は，事件現場付近の地図等をまとめた報告書です。被告人に地図を示します（資料１・証拠番号７「報告書」を被告人に示す。）。





証拠の取調べの手続に入ります。検察官，証拠の説明をお願いします。





では，弁護人，冒頭陳述をお願いします。





弁護人の冒頭陳述を行います。


（冒頭陳述・弁護人（資料３上欄）を読む。）


以上で，弁護人の冒頭陳述を終わります。





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





弁護人②





弁護人②





弁護人②





裁判長





弁護人②





弁護人②





裁判長





裁判長





検察官②





弁護人①





検察官③





あなたが家に泊めてもらおうと思った男の友達の名前は何ですか。





それでは，検察官，どうぞ。





これで終わります。





弁護人②





警察官から声を掛けられる少し前に，友達の家が見付からなかったことに腹が立ち，地面を思い切り殴ったからです。





逮捕された時，右手が赤く腫れていたようですが，なぜでしょうか。





警察官から色々と質問されて動揺していて，とっさに頭に出てきませんでした。





なぜ，さっきの理由を答えなかったのですか。





はい。





警察官から，財布とは別に千円札７枚を持っている理由について質問された時，何も答えませんでしたね。





早く警察官との話を終わらせてタクシーに乗りたかったので，適当に話をしました。





なぜ，警察官に，うそを言ったのですか。





していませんでした。





弁護人②





本当に待ち合わせをしていたのですか。





はい。





警察官から「こんな時間まで何をしていたのか」と聞かれて，あなたは，「友達と公園で待ち合わせをしていたが，友達が来なかったので家に帰るところだった」と答えましたね。





千円札７枚は，家出をするときに，自宅から持ち出したお金の残りです。財布にお札を入れると財布がふくらんで形が変形してしまい，それが嫌なので，いつも，お札はポケットに直接入れているのです。





財布とは別に，千円札を7枚持っていたのはなぜですか。





やましいことは何もないのに，警察になぜ見せないといけないのかと思ったからです。





最初，持ち物検査を嫌がったのはなぜですか。





駅前の道でタクシーを拾おうとしていたら，制服の警察官が二人近付いてきて，「こんばんは」と声を掛けてきました。


私は，警察官が嫌いなので走って逃げましたが，追い付かれました。そうしたら，警察官から持ち物を見せてほしいと言われたので，嫌でしたが，ジーンズのポケットに入れていた財布と千円札７枚を警察官に渡しました。その後，警察官から財布の中身を見ていいか聞かれたので「いいですよ」と言いました。





警察官から声を掛けられた時の状況を話してください。





友達の家に行くのをあきらめ，もう家に帰ろうと思ったからです。





警察官から声を掛けられた時，なぜタクシーに乗ろうとしていたのですか。





全く知りません。





そのコンビニのごみ箱から，島本さんの手提げバッグと白色封筒が発見されたのですが，あなたは，そのことについて，何か知っていますか。





裁判長





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





弁護人②





弁護人②





弁護人②





弁護人②





弁護人②





弁護人②





弁護人②





弁護人②





弁護人②





弁護人②





1,000円くらいです。





はい。





家に帰るのに，電車だといくらかかるのですか。





そのとき，あなたは，7,200円を持っていたのですね。





はい。





あなたは，警察官から声を掛けられた時，家に帰るためにタクシーを拾おうとしていたのですよね。





最後に話したとき，いつでも泊まりに来ていいと言っていたので，泊めてもらえると思いました。





知り合った後１回しか会っていなくて，２年も連絡を取っていないのに，突然家に行って泊めてもらえると思ったのですか。





２年くらい前です。





その友達と最後に連絡を取ったのはいつですか。





家に行った時の１回くらいだったと思います。





覚えていません。





知り合った後，その友達と会ったのは何回ですか。





何がきっかけで知り合ったのですか。





はっきり覚えていませんが，３年くらい前だったと思います。





その友達と知り合ったのは何年前ですか。





携帯電話はなくしてしまってありませんでしたし，友達の携帯電話の番号を覚えていなかったので，連絡ができませんでした。





その友達に電話はしなかったのですか。





ほとんどの時間，友達の家を探していました。後は，公園で休んだり，コンビニで雑誌を立ち読みしたりしていました。





そこから警察官に声を掛けられるまでの約８時間も何をしていたのですか。





午後５時頃だったと思います。





事件当日，友達の家に行こうとして，最寄り駅に着いたのは，何時頃ですか。





そうではありませんが，私の性格で，人に迷惑を掛けるのが嫌なんです。





その友達は，そんなに迷惑を掛けたくない親友だったり，恩があったりする友達なのですか。





言いません。





あなた自身が，裁判で有罪となって刑務所に入るかもしれないのに，それでも言わないのですか。





名前を言うと，その友達に迷惑が掛かるからです。





なぜ言いたくないのですか。





言いたくありません。





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





被告人





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





被告人





私は今回の事件の犯人ではありません。どうか私の話を信じてください。





最後に，被告人，何か言っておきたいことはありますか。





（弁論（資料３下欄）を読む。）





それでは，弁護人のご意見をお願いします。





（論告（資料２下欄）を読む。）





【論告，弁論，最終陳述】





これから，出てきた証拠をもとに，検察官，弁護人からご意見をうかがいます。それでは，検察官からどうぞ。





弁護人③





裁判長





裁判長





裁判長





検察官④





被告人





終わります。





特に理由はありません。何となくです。





もっと早く帰れば電車に乗れたのに，なぜ深夜まで山田町付近に残っていたのですか。





思いました。





家出をしていた身で，親に払ってもらえると思ったのですか。





乗る前にタクシーの運転手に正直に話して，家に着いたら，親に払ってもらうつもりでした。





所持金では全然足りませんが，支払いはどうするつもりだったのですか。





はっきりとは分かりませんが，２万円くらいにはなると思います。





では，タクシーだといくらかかるのですか。





被告人





被告人





被告人





被告人





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③





検察官③








